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【提出日】平成20年7月28日(2008.7.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】　
【請求項１】
ヒト・ウロコルチン関連ペプチドをコードするＤＮＡであって、該ＤＮＡは、
　（ａ）配列識別番号Ｎｏ．２～４のうちのいずれか１つに示される配列を有するヒト・
ウロコルチン関連ペプチドをコードする、単離精製されたＤＮＡと、
　（ｂ）配列識別番号１に示される配列を有するＤＮＡのアンチセンス相補体に高度に厳
しい条件の下でハイブリダイズする、単離精製されたＤＮＡであって、
　　該高度に厳しい条件は、機能的には６５℃で０．１　ｘ　ＳＳＣに相当する高温及び
低塩濃度での膜洗浄として特徴付けられ、
　　該ＤＮＡは、ＣＲＦ－Ｒ１に対してよりも高い親和性でＣＲＦ－Ｒ２に結合するヒト
・ウロコルチン関連ペプチドをコードする、
単離精製されたＤＮＡと、
　（ｃ）遺伝子コードの縮重によってコドン配列が上記（ａ）の単離されたＤＮＡと異な
っており、かつ配列識別番号Ｎｏ．２～４のうちのいずれか１つに示される配列を有する
ヒト・ウロコルチン関連ペプチドをコードする、単離精製されたＤＮＡと
からなる群より選択される、ＤＮＡ。
【請求項２】
前記ＤＮＡが配列識別番号Ｎｏ．１に示される配列を有することを特徴とする、請求項１
に記載のＤＮＡ。
【請求項３】
請求項１または請求項２に記載のＤＮＡを発現することができるベクターであって、
　該ベクターは、
　　該ＤＮＡと、
　　細胞内での該ＤＮＡの発現に必要な調節要素と、
を含む
ことを特徴とする、ベクター。
【請求項４】
請求項３に記載のベクターでトランスフェクトされたホスト細胞であって、
　該ベクターがヒト・ウロコルチン関連ペプチドタンパク質を発現する
ことを特徴とする、ホスト細胞。
【請求項５】
バクテリア細胞、哺乳動物細胞、植物細胞、および昆虫細胞からなる群より選択されるこ
とを特徴とする、請求項４に記載のホスト細胞。
【請求項６】
前記バクテリア細胞が大腸菌であることを特徴とする、請求項５に記載のホスト細胞。
【請求項７】
ヒト・ウロコルチン関連ペプチドであって、
　（ａ）配列識別番号Ｎｏ．２～４のうちのいずれか１つに示される配列を有する、単離
精製されたヒト・ウロコルチン関連ペプチド；ならびに
　（ｂ）（ｉ）配列識別番号Ｎｏ．２～４のうちのいずれか１つに示される配列を有する
ヒト・ウロコルチン関連ペプチドをコードする、単離精製されたＤＮＡと、
　　（ｉｉ）配列識別番号Ｎｏ．１に示される配列を有するＤＮＡのアンチセンス相補体
に高度に厳しい条件の下でハイブリダイズする、単離精製されたＤＮＡであって、
　　　該高度に厳しい条件は、機能的には６５℃で０．１　ｘ　ＳＳＣに相当する高温及
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び低塩濃度での膜洗浄として特徴付けられ、
　　　該ＤＮＡは、ＣＲＦ－Ｒ１に対してよりも高い親和性でＣＲＦ－Ｒ２に結合するヒ
ト・ウロコルチン関連ペプチドをコードする、
単離精製されたＤＮＡと、
　　（ｉｉｉ）遺伝子コードの縮重によってコドン配列が上記（ｉ）及び（ｉｉ）の単離
されたＤＮＡと異なっており、かつ配列識別番号Ｎｏ．２～４のうちのいずれか１つに示
される配列を有するヒト・ウロコルチン関連ペプチドをコードする、単離精製されたＤＮ
Ａと
から選択されるＤＮＡでコードされた、単離精製されたヒト・ウロコルチン関連ペプチド
；
からなる群より選択される、ヒト・ウロコルチン関連ペプチド。
【請求項８】
請求項７に記載のヒト・ウロコルチン関連ペプチドに対する、抗体。
【請求項９】
モノクローナル抗体であることを特徴とする、請求項８に記載の抗体。
【請求項１０】
配列識別番号Ｎｏ．２～４のうちのいずれか１つに示されるアミノ酸配列を有する改変型
ヒト・ウロコルチン関連ペプチドであって、
　（ａ）該ペプチドは、チロシン残基を含むように変異されている；
　（ｂ）該ペプチドは、該ペプチドのＮ末端へのＴｙｒ－Ｇｌｙ配列の付加によって改変
されている；
　（ｃ）該ペプチドは、Ｎ末端欠失によって改変されており、該欠失は、第１番目のアミ
ノ酸、第１番目及び第２番目のアミノ酸、第１番目から第３番目までのアミノ酸、第１番
目から第４番目までのアミノ酸、ならびに第１番目から第５番目までのアミノ酸からなる
群より選択されるアミノ酸を含む；
　（ｄ）該ペプチドは、配列識別番号Ｎｏ．３または配列識別番号Ｎｏ．４に示される配
列を有し、該ペプチドの９位に対応するイソロイシン残基が「Ｄ形」異性体アミノ酸によ
って置換されている；
　（ｅ）該ペプチドは、配列識別番号Ｎｏ．３または配列識別番号Ｎｏ．４に示される配
列を有し、該ペプチドの１７位に対応するグルタミン酸残基がＤ－グルタミン酸によって
置換されている；
　（ｆ）該ペプチドは、該ペプチドのＮ末端においてアシル化されている；ならびに
　（ｇ）該ペプチドは、該ペプチドのＣ末端においてアミド化されている；
からなる群より選択される改変を含む、
ペプチド。
【請求項１１】
前記「Ｄ形」異性体アミノ酸が、Ｄ－イソロイシン、Ｄ－フェニルアラニン、及びＤ－ロ
イシンからなる群より選択されることを特徴とする、請求項１０に記載のペプチド。
【請求項１２】
１つ以上のアミノ酸が、当該分野において公知の非標準アミノ酸で置換されていることを
特徴とする、請求項１０または１１のうちのいずれか１項に記載のペプチド。
【請求項１３】
前記非標準アミノ酸が、Ｃα－メチル化ロイシン、Ｃα－メチル化アラニン、Ｎ－イム－
ベンジルヒスチジン、４－ヒドロキシプロリン、５－ヒドロキシリジン、３－メチルヒス
チジン、ホモセリン、及びオルニチンからなる群より選択されることを特徴とする、請求
項１２に記載のペプチド。
【請求項１４】
脂肪酸によりアシル化されていることを特徴とする、請求項１０～１３に記載のペプチド
。
【請求項１５】
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蛍光性ラベルを含むように改変されていることを特徴とする、請求項７または請求項１０
に記載のペプチド。
【請求項１６】
前記ペプチドが毒素に結合されていることを特徴とする、請求項７および１０～１５に記
載のペプチドの接合体。
【請求項１７】
請求項７および１０～１６のうちのいずれか１項に記載のペプチドと、
放射性核種に対する錯化剤と、
の接合体。
【請求項１８】
放射性核種で錯体化された、請求項１７に記載の接合体。
【請求項１９】
　請求項７～１８のうちのいずれか１項に記載のヒト・ウロコルチン関連ペプチドと、
　薬学的に許容されるキャリアと、
を含む、医薬品組成物。
【請求項２０】
Ｃ末端にアミドを有することにより特徴付けられる、請求項１～１９のうちのいずれか１
項に記載のペプチド。
【請求項２１】
前記ペプチドがＣ末端にアミドを有することにより特徴付けられる、請求項１８に記載の
医薬品組成物。
【請求項２２】
前記ペプチドが配列識別番号Ｎｏ．３に示される配列を有することにより特徴付けられる
、請求項１８または２０に記載の医薬品組成物。
【請求項２３】
前記ペプチドが配列識別番号Ｎｏ．４に示される配列を有することにより特徴付けられる
、請求項１８または２０に記載の医薬品組成物。
【請求項２４】
病理生理状態を処置する必要がある個体において病理生理状態を処置するための、請求項
１～２３のうちのいずれか１項に記載のヒト・ウロコルチン関連ペプチド。
【請求項２５】
前記病理生理状態が、高体温、食欲失調、鬱血性心不全、ストレス、不安症、望ましくな
い程度の低レベルのＡＣＴＨ分泌からなる群より選択される、請求項２４に記載のヒト・
ウロコルチン関連ペプチド。
【請求項２６】
配列識別番号Ｎｏ．２に示されるアミノ酸配列を有する、請求項７に記載のヒト・ウロコ
ルチン関連ペプチド。
【請求項２７】
配列識別番号Ｎｏ．３に示されるアミノ酸配列を有する、請求項７に記載のヒト・ウロコ
ルチン関連ペプチド。
【請求項２８】
配列識別番号Ｎｏ．４に示されるアミノ酸配列を有する、請求項７に記載のヒト・ウロコ
ルチン関連ペプチド。
【請求項２９】
配列識別番号Ｎｏ．４に示されるアミノ酸配列を有する、単離されたヒト・ウロコルチン
関連ペプチドであって、該ペプチドは、Ｃ末端においてアミド化されている、ペプチド。
【請求項３０】
配列識別番号Ｎｏ．３に示されるアミノ酸配列を有する、単離されたヒト・ウロコルチン
関連ペプチドであって、該ペプチドは、Ｃ末端においてアミド化されている、ペプチド。
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